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Abstract. During the course of decapod faunal surveys in anchialine habitats of the Ryukyu Islands, at least 5 

individuals of Metabetaeus minutus (Whitelegge, 1897) (2.8-7.3 mm CL) were found in vomits of an eleotrid fish 

(Eleotris sp.). This indicates that Eleotris sp. is a potential predator of the caridean shrimps inhabiting anchialine 

environment. 

 

緒言 
琉球列島は，大小様々な島々から成り立つ島嶼域であるが，島の成り立ちは各々で異なっており，

各島々を構成する地質的特徴は多様性に富んでいる．こうした島々には，主に石灰岩地質で構成される

島や地域が随所にあり，地下水系や洞窟群が発達しており，洞内に地下水環境が存在する場所も多い．

近年，著者 (ら) によって琉球列島の地下水域および洞窟環境に生息する十脚甲殻類相に関する研究が

行われ，現在までに5科7属10種の十脚甲殻類が記録されている (藤田, 2007, 2017, 2018; Weese et al., 

2013). また，十脚甲殻類以外にも，小型甲殻類や魚類など，様々な動物種の生息も知られており (例え

ば，佐渡山・藤田, 2006; Shimomura & Fujita, 2009; Ota et al., 2016; 藤田, 2018), これら動物群集によって構

成される特殊な地下水生態系 (洞窟水圏生態系) の存在が予見される．しかし，各地下水性動物の生態

や相互関係に関する研究は極めて限定的である． 

2013年，宮古島の洞窟地下水域にて採集したカワアナゴ属魚類の一種 Eleotris sp. を輸送中，その嘔

吐物中からオハグロテッポウエビMetabetaeus minutus (Whitelegge, 1897) が見出された．これは，地下水
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性十脚甲殻類の魚類による捕食事例として重要な記録となると思われるため，本稿にてその詳細を報告

する． 

 

結果と考察 
本稿で報告するカワアナゴ属魚類は，宮古島城辺の洞窟性湧水である金志川泉 (“キィキャーガー” 

あるいは “きんすうきゃーが”) における地下水性十脚甲殻類相調査の過程で，2007年1月26日に，当該地

下水域に設置したプラスチック製トラップの近くにいた個体を見つけ，タモ網を用いて採集したもので

ある．なお，このカワアナゴ属魚類は標準体長 (SL) 88.5 mm の雄個体であり，琉球列島に分布する地表

水性の同属他種に比べて眼がやや小さい特徴を有していることから，現在も分類学的研究が進められて

いる段階であり，今の所，カワアナゴ属の一種 Eleotris sp. (ハゼ亜目: カワアナゴ科) と同定されている 

(佐渡山・藤田, 2006; 小林, 私信)． 

採集した地下水性カワアナゴ属の一種は，分類学的研究に供するために活かしたまま研究室に持ち

帰ろうとしていたが，その途中で，輸送のストレスからか胃内容物と見られるものを吐き出した．この嘔

吐物中にコエビ類の体あるいはその一部と見られるものが含まれていたため (図1)，速やかに回収して

10%中性ホルマリン溶液にて固定した．その後の検鏡の結果，嘔吐物中には，少なくとも5個体のオハグ

ロテッポウエビ Metabetaeus minutus (Whitelegge, 1897) と, オカガニ類のものと思われるカニ類の微小破

片（破損が激しく未同定）が含まれていることが明らかとなった．オハグロテッポウエビ5個体の頭胸甲

長 (額角先端から頭胸甲後縁までを計測) は，2.8 mm (頭胸甲部のみ残存)，4.8 mm (頭胸甲部のみ残存)，

5.4 mm (頭胸甲部および腹部が残存)，7.1 mm (頭胸甲部および腹部が残存)，7.3 mm (頭胸甲部および腹部

が残存) であった (図1)．金志川泉に設置したプラスチック製トラップには，多数のオハグロテッポウエ

ビが入っていたことと，このカワアナゴ属魚類がトラップの近くで見つかったことから，トラップ中の

餌 (観賞魚用配合飼料) に誘引されたオハグロテッポウエビをカワアナゴ属魚類が捕食したものと考え

られる． 

地下水環境およびアンキアライン環境に生息するコエビ類の捕食者としては，主に魚類が知られて

いる (例えば，Capps et al., 2009; Carey et al., 2011; Cooper & Cooper, 2011)．一方，ハワイのアンキアライン

環境では，オハグロテッポウエビと同属他種である Metabetaeus lohena Banner & Banner, 1960 によるヌマ

エビ類の一種 Halocaridina rubra Holthuis, 1963 の捕食も観察されているなど，コエビ類同士での捕食–被

食関係も知られている (Anker, 2008; Chávez-Solís et al., 2017)．本報告は，琉球列島の地下水 / アンキアラ

イン環境に生息するコエビ類の潜在的な捕食者として，地下水性カワアナゴ属の一種を記録するもので

あるが，当該環境においては，さらに大型の魚類であるオオウナギAnguilla marmorata Quoy & Gaimard, 

1824の生息も確認されている (Ota et al., 2016)．今後，当該地域における地下水生態系 (洞窟水圏生態系) 

の解明のためにも，同環境に生息する魚類の胃内容物 (消化管内容物) に関する詳細な研究を行うことが



171 
 

求められる． 
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図1. カワアナゴ属の一種の嘔吐物中から見出されたオハグロテッポウエビ．矢印 (a) は頭胸部お
よび腹部が残存した個体; 矢印 (b) は頭胸部のみ残存していた個体; 矢印 (c) は腹部が残存し
ていた個体を示す． 

Fig. 1. Metabetaeus minutus (Whitelegge, 1897) found in vomits of Eleotris sp. (Gobioidei: Eleotridae). Arrows   
(a), individuals of M. minutus with carapace and abdomen remaining; arrow (b), individual with carapace  
remaining; arrow (c), individual with abdomen remaining.  
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